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1．2021年3月期 連結決算の概要

（1）まとめ
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都市ガス販売量は3,610百万㎥、対前年同期4.8％減

LPG販売量は462千トン、同5.0％減

電気販売量は1,602百万kWh、同61.8％増

売上高は4,347億円、対前年同期10.5％減

経常利益は166億円、同32.9％減



3,792百万㎥
3,610百万㎥

業務用等

家庭用

都市ガス
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Ｌ Ｐ Ｇ

電 気

取 付
ﾒｰﾀｰ数

平均気温 17.3℃ 17.0℃ △0.3℃

家庭用 ＋15百万㎥ ＋2.3％

冬場の低気温や巣ごもり需要の影響などにより増加

△182百万㎥ △4.8％

お客さま数※ 594千件：＋5千件（＋0.8％）
※配送受託件数含む

販 売 量 462千トン：△24千トン（△5.0％）

お客さま数 438千件：＋102千件（＋30.5％）

販 売 量 1,602百万kWh：＋612百万kWh（＋61.8％）

2,510千件 2,533千件（＋0.9％）

1．2021年3月期 連結決算の概要

（2）お客さま数・販売量

業務用等 △197百万㎥ △6.3％

お客さま先設備の稼働減などにより減少
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〔販売量の対前年比〕

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

+0.4% +4.7% △6.7% +1.2% +8.3% △7.5% +2.3% +8.7% △9.4% +15.1% +4.6% △2.3%

△7.2% △24.7% △11.3% △10.2% △7.2% △4.2% △7.4% △1.3% △3.2% +1.9% △2.4% +0.9%

△5.5% △19.2% △10.7% △9.0% △5.8% △4.5% △6.4% +0.3% △4.5% +5.1% △0.8% +0.2%

実績

1Q 2Q
年間

△4.8%

△6.3%

+2.3%

4Q3Q

△1.2％

△4.0％

合計

+0.9%

△7.3％

△6.5％

+0.3%

△3.6％

△14.4%

△11.7%

家庭用

業務用等

+6.0%

+0.1%

+1.5%

1．2021年3月期 連結決算の概要

＜参考＞都市ガス販売量の推移
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特別利益：株式売却益
特別損失：減損損失

単位：億円

2021.3期 2020.3期 増減 増減率

売上高 4,347 4,856 △508 △10.5％

売上原価 2,855 3,300 △445 △13.5％

供給販売費
一般管理費 1,357 1,341 15 1.2％

経常利益 166 247 △81 △32.9％

特別損益 △32 △13 △19 －

親会社株主に帰属
する当期純利益 85 162 △76 △47.2％

2021.3期 2020.3期 増減

原油価格（全日本CIF） 43.4 ドル/バレル 67.8 ドル/バレル △24.4ドル/バレル

為替レート（TTM） 106.1 円/ドル 108.7 円/ドル △ 2.6 円/ドル

1．2021年3月期 連結決算の概要

（3）収支状況

※

※



経常利益（247億円⇒166億円） △81億円
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ガス販売量の影響 △ 5億円

スライドタイムラグの影響 △50億円

（2020.3期 ＋80億円 ⇒ 2021.3期 ＋30億円）

原材料在庫による受払差の影響 ＋15億円

電気事業収支 △25億円

その他 △16億円

1．2021年3月期 連結決算の概要

（4）経常利益 増減要因（対前年）
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1．2021年3月期 連結決算の概要

（5）経常利益 増減要因（対3Q公表計画）

経常利益（130億円⇒166億円） ＋36億円

ガス販売量の影響 ＋15億円

スライドタイムラグの影響 △70億円

（2021.3期3Q公表計画 ＋100億円 ⇒ 2021.3期 ＋30億円）

原材料在庫による受払差の影響 ＋25億円

電気事業収支 ＋15億円

その他 ＋51億円



単位：億円

9

2021.3期 2020.3期 増減

総資産 6,018 5,647 370

(投資有価
証券評価益)

(621) (409) (212)

純資産 3,594 3,227 367

自己資本
比率

59.7% 57.2% 2.5
ポイント

有利子負債 1,299 1,284 14

1．2021年3月期 連結決算の概要

（6）財政状況

2021.3期 2020.3期 増減

営業ＣＦ 643 683 △39

投資ＣＦ △409 △429 19

（ＦＣＦ） (234) (254) (△20)

財務ＣＦ △67 △107 39

現預金の
増減額

165 147 18

期末現預金
残高

505 339 165

設備投資 343 335 7

減価償却費 374 375 △0

ROA 1.5% 2.9% △1.4
ポイント

ROE 2.5% 5.0% △2.5
ポイント



＜参考＞株主還元 単位：億円

〔方針〕
安定配当を基本
自己株取得・消却を状況に応じて機動的に実施

※  2017年10月1日実施の株式併合の影響を考慮した金額

 2021.3月期の年間配当は1株あたり55円を予定

年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

連結当期純利益 85 112 190 430 177 180 148 162 85

年間配当額 49 49 51 54 53 55 58 58 58

［1株あたり配当］ [45円] [45円][47.5円] [50円] [50円][52.5円] [55円] [55円] [55円]

自己株取得 - - 29 45 29 - 29 - -

株主還元 計 49 49 81 99 83 55 88 58 58

1．2021年3月期 連結決算の概要

（7）株主還元
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 都市ガス販売量は対前年1.0％増の3,648百万㎥、

LPG販売量は同6.5％増の492千トン、

電気販売量は同24.0％増の19.9億kWhの想定

 原油価格65ドル/バレル、

為替レート110円/ドルの前提のもと、

売上高は対前年5.8％増の4,600億円、

経常利益は同18.8％減の135億円の想定

2．2022年3月期 連結決算の通期見通し

（1）まとめ



3,610百万㎥
3,648百万㎥

業務用等

家庭用

都市ガス
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平均気温 17.0℃ 16.5℃ △0.5℃

電 気

Ｌ Ｐ Ｇ

取 付
ﾒｰﾀｰ数

お客さま数※ 604千件： ＋10千件（＋1.7％）
※配送受託件数含む

販 売 量 492千トン：＋30千トン（＋6.5％）

お客さま数 514千件 ：＋76千件（＋17.4％）

販 売 量 19.9億kWh：＋3.8億kWh（＋24.0％）

家庭用 △25百万㎥ △3.8％

業務用等 ＋62百万㎥ ＋2.1％

＋37百万㎥ ＋1.0％

2,533千件 2,551千件（＋0.7％）

2．2022年3月期 連結決算の通期見通し

（2）お客さま数・販売量
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単位：億円

2022.3期
見通し

2021.3期
実績

増減 増減率

売上高 4,600 4,347 252 5.8%

経常利益 135 166 △31 △18.8%

親会社株主に帰属
する当期純利益

90 85 4 4.7%

設備投資 485 343 142 41.4%

減価償却費 374 374 △0 △0.0%

2．2022年3月期 連結決算の通期見通し

（3）収支状況等

【感応度(年間)】【前提】 （単位：ドル/バレル、円/ドル）

2022.3期 2021.3期 増減

原油価格 65.0 43.4  △21.6

為替レート 110.0 106.1 △3.9

原材料費 ガス従収

原油価格＋1ドル/バレル ＋9億円 △1.5億円

為替レート ＋1円/ドル ＋11億円 △2億円
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2．2022年3月期 連結決算の通期見通し

（4）経常利益 増減要因（対前年）

ガス販売量の影響 ± 0億円

スライドタイムラグの影響 △95億円

（2021.3期 ＋30億円 ⇒ 2022.3期 △65億円）

原材料在庫による受払差の影響 ＋25億円

その他 ＋39億円

経常利益（166億円⇒135億円） △31億円



＜参考1＞カーボンニュートラルに関する取り組み①

 基本的な考え方

• 「地域の発展」「レジリエンス強化」「社会負担の抑制」
といった諸課題との両立を図る。

• 当面の徹底した低炭素化と、先々に向けたイノベーショ
ンにより、「2050年CO2ネットゼロ」を目指す。

• カーボンニュートラルに関する取り組み内容について
改めて整理のうえ、上期中を目途に公表の予定。
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ガ ス

電 気

▶ バイオガス ▶ カーボンニュートラルLNG

▶ 再エネ電源確保、エネルギー地産地消（地域新電力）

▶ デマンドレスポンス、アグリゲーション、バーチャルパワープラント

▶ (LNG)火力発電

2025年 2030年 2040年 2050年
CO2

排出量

0

▶クレジット活用

▶カーボンリサイクル（排ガス・大気からのCO2分離・回収、活用）

▶ メタネーション

▶ 水素の利活用（FCV・水素St → バーナー、エンジン、純水素燃料電池）

CO2

分離
回収
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▶ 発電への水素・アンモニア活用

▶ 徹底した低炭素化
・ エネルギーの高度利用（燃料転換、業務用コージェネの導入拡大）
・ 潜熱蓄熱材の活用、バンカリング

▶国内外への省エネ/再エネ投資、植林/森林保全

カーボンニュートラル実現に向けたイメージ

排
出
量

回
収
量

CO2
ネット
ゼロ

現在

＜参考1＞カーボンニュートラルに関する取り組み②



2019年度 2020年度
2021年度
（計画）

中計目標
2021年度

天然ガス
お客さま数※1 251万件 253万件 255万件 255万件

販売量※2 38.8億m3 37.0億m3 37.4億m3 41億m3

ＬＰＧ
お客さま数※3 58.9万件 59.4万件 60.4万件 59万件

販売量 48.6万トン 46.2万トン 49.2万トン 53.5万トン

電気
お客さま数 33.5万件 43.8万件 51.4万件 30万件

販売量 9.9億kWh 16.0億kWh 19.9億kWh 10億kWh

2019年度 2020年度
2021年度
（計画）

中計目標
2019～21年度

営業キャッシュフロー 683億円 643億円 280億円 累計1,600億円以上

都市ガス事業投資 277億円 277億円 350億円 累計800億円以上

成長事業投資 207億円 167億円 340億円 累計600億円以上

ＲＯＡ 2.9% 1.5％ 1.5％程度 平均 3%以上

※1 取付メーター数 ※2ＬＮＧ販売分を含む ※3 配送受託件数を含む
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＜参考2＞中期経営計画目標の進捗


